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表紙のご紹介

イ
ン
ゲ
ン
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ニ
ガ
ウ
リ
等

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
り
ま
す

野
菜
栽
培
講
習
会

年
金
無
料
相
談
会

　

営
農
支
援
課
は
１
月
か
ら
２
月
に
か

け
て
野
菜
の
栽
培
講
習
会
を
Ｊ
Ａ
会
館

で
開
催
し
、
参
加
者
が
イ
ン
ゲ
ン
・
ミ

ニ
ト
マ
ト
・
ニ
ガ
ウ
リ
・
パ
プ
リ
カ
の

栽
培
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
２
月
４
日
は
ニ
ガ
ウ
リ
栽

培
講
習
会
が
行
わ
れ
、
６
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
ニ
ガ
ウ
リ
は
野
菜
の
中
で
も

比
較
的
栽
培
し
や
す
い
品
目
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
27
年
度
の
生
産
者
数
は
12

人
で
、
25
年
度
の
４
人
か
ら
徐
々
に
増

え
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
出
荷
数
・
販

売
額
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
市
場
の
需
要
が
高
い

「
①
大
き
く
②
艶
が
あ
り
③
し
っ
か
り

色
づ
い
た
」
ニ
ガ
ウ
リ
を
出
荷
す
る
た

め
の
注
意
点
な
ど
を
同
課
の
三
浦
職
員

が
説
明
し
た
り
、
参
加
者
同
士
が
実
際

に
栽
培
し
て
み
て
気
づ
い
た
こ
と
を
情

報
交
換
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
金
融
課
で
は
２
月
４
日
、
年
金

の
受
給
を
間
近
に
控
え
た
方
や
現
在
受

給
中
の
方
、
年
金
に
つ
い
て
疑
問
や
不

安
が
あ
る
方
を
対
象
に
無
料
個
別
相
談

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
会
は
、
複
雑
で
面
倒
な
イ

メ
ー
ジ
の
強
い
年
金
に
つ
い
て
の
疑
問

や
不
安
を
解
消
し
て
も
ら
お
う
と
行
っ

て
い
ま
す
。
年
金
専
門
の
社
会
保
険
労

務
士
が
一
人
一
人
と
面
談
し
疑
問
に
答

え
る
形
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
参
加
者

か
ら
は「
説
明
が
分
か
り
や
す
い
」、「
自

分
に
と
っ
て
最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
相

談
で
き
た
」
な
ど
毎
回
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
も
た
く
さ
ん
の
方

が
年
金
手
帳
や
年
金
定
期
便
な
ど
を
片

手
に
訪
れ
、
じ
っ
く
り
と
相
談
し
な
が

ら
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

年金専門の社会保険労務士が皆様の疑問を解決します

　お知らせ
★「大潟村在宅子育て応援商品券」の使用期
限は、平成28年３月31日㈭までとなってお
ります。忘れずにご使用下さい。

★�ペットボトルのキャップ・プルタブを回収しています
　　あぐりプラザの東側・南側の両入口に、ペッ
トボトルのキャップとプルタブの回収箱を設置
しております。
　　キャップは大潟村社会福祉協議会に集めら
れ、リサイクル業者に買い取ってもらった売却
益がワクチンとなり、世界の子どもたちに届け
られます。プルタブは大潟小学校に集められ、
リサイクル業者に買い取ってもらった売却益が
車いすとなり、施設等に寄贈されます。
　　皆様のご協力をよろしくお願いします。

あぐりプラザ
トクトク情報

お問い合わせは生活課（45−2214）まで。

※�24日㈭はミスタードーナツ予定、25日㈮は畠栄あんごま餅予定

３月24日㈭・25日㈮ 今月の特売日
「３月決算セール♪」

２月４日に行われたニガウリ栽培講習会の様子

表紙のご紹介

会場で新品種栽培に挑戦することの大変さなどを語る、チュー
リップ生産者の伊藤さん（写真左）と大島さん（同左から２人目）

　花き栽培部会Ｏ.Ｆ.Ｓは２月12～14日の３日間、
チューリップ作品展「ポルダーリップウェーブ」を
村教育委員会と共催しました。会場の干拓博物館に
は、会員が育てた57品種3200本のチューリップが
展示され、来場者に一足早い春の訪れを感じさせま
した。（関連記事は３ページに掲載）

「ポルダーリップウェーブ2016」
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鮮
や
か
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
祭
典

「
ポ
ル
ダ
ー
リ
ッ
プ
ウ
ェ
ー
ブ
」

　

花
き
栽
培
部
会
Ｏ
．Ｆ
．Ｓ
（
大
潟
村
フ

ラ
ワ
ー
グ
ロ
ー
イ
ン
グ
セ
ク
シ
ョ
ン
）
は

２
月
12
～
14
日
、
村
教
育
委
員
会
と
「
ポ

ル
ダ
ー
リ
ッ
プ
ウ
ェ
ー
ブ
２
０
１
６
」
を

干
拓
博
物
館
で
開
催
。
会
員
が
育
て
た
57

品
種
３
２
０
０
本
の
切
り
花
・
鉢
植
え
を

は
じ
め
、
生
け
花
や
押
し
花
な
ど
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ポ
ル
ダ
ー
リ
ッ
プ
」
は
、
村
産
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
愛
称
で
、
多
品
種
栽
培
が
特
徴

で
す
。
Ｏ
．Ｆ
．Ｓ
は
毎
年
、
栽
培
す
る
際

に
新
品
種
を
い
く
つ
か
取
り
入
れ
、
市
場

の
需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。　

　

こ
の
催
し
は
、
村
産
の
認
知
度
向
上
と

地
域
活
性
化
を
目
的
に
２
０
０
４
年
か
ら

行
っ
て
お
り
、
抽
選
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

花
束
が
当
た
る
好
き
な
品
種
ア
ン
ケ
ー
ト

や
、
栽
培
ハ
ウ
ス
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し

て
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
図
っ
て
い

ま
す
。
会
場
内
に
は
干
拓
博
物
館
が
企
画

し
た
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
人
気
を
集
め
ま
し

た
。

干拓博物館企画の、カフェテリア風の
撮影コーナーでくつろぐ来場者

押し花で作られた絵画展
示コーナーもありました

撮影コーナーのチュー
リップを使った小物もか
わいいですね

抽選でチューリップの花束が当たる、好き
な品種アンケートに答える来場者 村内作家による生け花展示コーナー

講師を務めた秋田県
立大学生物資源科学
部の藤晋一教授

病
気
を
出
さ
な
い
苗
作
り
を

水
稲
講
習
会

　

営
農
支
援
課
は
２
月
19
日
に
Ｊ
Ａ
会
館

大
会
議
室
で
水
稲
講
習
会
を
開
催
し
、
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
秋
田
県
立
大
学
生

物
資
源
科
学
部
の
藤
晋
一
教
授
で
、
内
容

は
①
ば
か
苗
病
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

②
も
み
枯
細
菌
に
よ
る
苗
腐
敗
症
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
③
い
も
ち
病
に
対
す
る

薬
剤
選
択
、
の
３
つ
で
す
。

　

ば
か
苗
病
に
関
し
て
は
、
①
化
学
合
成

農
薬
及
び
微
生
物
農
薬
、
温
湯
消
毒
に
よ

り
水
温
を
確
保
す
る
等
適
正
な
方
法
で
種

子
消
毒
す
る
こ
と
が
重
要
②
ば
か
苗
病
に

汚
染
さ
れ
た
籾
が
施
設
内
に
入
り
込
む

と
、
浸
種
・
催
芽
の
際
に
種
子
が
ば
か
苗

に
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
施
設
を

早
め
に
清
掃
し
て
お
く
こ
と
、
な
ど
の
注

意
点
が
あ
り
ま
す
。

小
学
生
を
試
合
観
戦
へ
ご
招
待

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
応
援
企
画

　

Ｊ
Ａ
は
２
月
21
日
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
チ
ー

ム
「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
」
応
援

企
画
と
し
て
、
大
潟
小
６
年
生
と
同
小
ミ

ニ
バ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
を
「
富
山
グ

ラ
ウ
ジ
ー
ズ
」と
の
試
合
観
戦
に
招
待
し
、

大
人
を
含
め
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
「
次
世
代
と
の
交
流
」
を
目
的
と
し

て
Ｊ
Ａ
が
企
画
し
た
も
の
で
、
今
回
で
３

回
目
で
す
。

　

前
日
は
富
山
に
勝
利
し
東
地
区
２
位
に

な
っ
た
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
で
し
た
が
、
こ
の
日

は
第
２
Ｑ
で
21
点
差
を
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
第
４
Ｑ
で
は
７
点
差
ま
で
追
い
上
げ

た
も
の
の
最
終
的
に
82
︱
89
で
敗
れ
、
３

位
に
後
退
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
試
合
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
主
力
・
田
口
成
浩

選
手
ら
の
サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ
争
奪
の
く

じ
引
き
大
会
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

選手に熱い声援を送る子どもたち
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女性部「活動
だよ
り」
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★活動報告と各種会議報告
◎児玉美幸先生の健康講座（尿失禁）（２月１日）　
　健康館で児玉先生と助手の先生とお二人から教えて頂いて、
10名の参加で行いました。加齢による筋肉の衰え等により、
くしゃみやせきなどの腹圧でちょっともれたりと、若い頃には
思ってもいなかったことが、起きます。それを防止するには、
筋肉の体操が有効。ということで、みんなでからだの仕組み
を映像で学び、体操をして、紙おむつの勉強をして帰りまし
た。	 （三村敏子記）

◎こめ油料理講習会（２月２日）
　体に優しくおいしさと栄養満点のこめ
油料理、大豆茶飯、甘酒ＤＥ蒸しケーキ、
油揚げＤＥコロッケ、トマトのスープ、
トマトのサラダの５品を作りました。（ど
の料理にも米油を使いました）
　米油は去年の３月と10月のテレビに
取り上げられてからオイルブームとなり、品薄状態が続いて
いるとのことでした。米ぬかと米胚芽から作られているお米
100％の原料で安心できる国産食用油です。加熱しても油く
さくなく、油っぽくなくさっぱりしているし、酸化しにくいの
で余った油は炒め物などに何回も使えます。
　また健康面でも良い所がたくさんあり、ビタミンＥなどが豊
富で抗酸化作用によりコレステロールを下げたり、アレルギー
のある人にも安心して使用できたり、万能の油です。
　作った料理はどれもおいしくいただきました。食の大切さ
について、「食＝生きること」と直接結びついていると改めて
思いました。楽しい講習会でした。	 （桑原真由美記）

◎「いま、秋田の農業をどう拓くか」の講演（２月６日）
　「家族農業の生き残り戦略から、地域の元気をつくる」とい
うタイトルで、道の駅十文字の小川健吉氏、大館の「陽気な
母さんの店」の石垣一子氏の報告をもとにパネルディスカッ
ションが秋田市で行われた。担い手が減り、農家の高齢化、
ＴＰＰ問題など前途多難な農業の未来に、家族農業が生き残
る方法があればぜひ教えてほしい、という思いで参加した。
　お二人には、婦人会でも講演をお願いしたことがある。小
川氏（相変わらずパワフルに歌い目を覚ましてくれた）の報

告は、とにかくおもしろい農業をやりたい、自家生産物には自
分で値段をつける、スタッフ（従業員）が東京・仙台などに
年数回行って農産物・加工物・そして「秋田県」を売り込ん
でくる、というものだった。とにかく「秋田県を何とかしたい」
という強い思いが根底にある。そのため、ボランティアのよう
にあちこちで講演して元気を振りまく。
　石垣氏は特に「加工・販売」に力を入れており、年に何度
か生産物を東京に持っていく。運送料を考えたら儲けはある
かないか？だが、「交流する」「情報交換する」ということが
大切だという。高齢化が進んだので、法人化して若い人を増
やすと言う。
　家族農業が生き残るには、生産物を加工して販売まで持っ
ていく（６次産業化）、それが地域の食料市場となり、雇用
を生み出し、重要な終業の場を提供することになる。そして、
なるべく加工所は自宅につくり、自分がつくりたいものを自分
のペースでつくること、それが大事だと言う。
　最終的に販売まで手がけるために、若いうちから人に対し

4 4 4 4

、
いつも向き合う
4 4 4 4 4 4 4

、前向きな姿勢が大事だと訴える。行政の援
助もあれば少しは不安も消えるし、これからの家族農業はそ
れほど絶望的ではないのかなと思えた。	 （浅沼トク子記）

◎地域医療・看護・介護を考える会（２月８日）
　３回目の今回は24名参加しました。住民生活課から田中課
長・近藤班長、包括支援センターから小瀧さんに来ていただき、
村の現状や今後についてお話しいただきました。〇29年度か
ら介護保険の変更点として、要支援の人が外されることにな
るが、介護予防の観点から地域支援給付費の方からになるの
で、利用者にとって大きく変わることはないと思う。〇28年
度中に社協を中心に配食サービスが始まるので、見守りを含
めて地域で支え合える形に将来は持っていきたい。〇診療所
については現在のところ、新しい先生の応募はなく、次年度
も福田先生に延長をお願いする予定。〇保健センターや包括
支援センターでは、各年代に合わせた体操や健康教室を今後
も開催するので、引き続き多くの人に参加してほしい。そし
ていつまでも元気な村にしたい。
　要望として、
　〇�高齢者の運転免許変更後の交通手段として、ノンステッ
プバスや小型バスの運行を考えてほしい。

　〇�運動機器を保健センターだけでなく、健康館や体育館に
もおいて、多世代の人が利用できるようにしてほしい。

　などが出されました。	 （山本嘉子記）

◎不用衣類回収（２月19日）
　今年も、村環境エネルギー室と婦人
会エコレク部が、旧２丁目児童館で不用
衣類回収を行いました。いらなくなった
衣類もこのような回収があるととても助
かります。
　当日、回収する時間帯は天候に恵まれ、
役場の猿田さんの前準備のおかげで、エコレク部もスムーズ
に進めることができました。今年は昨年よりも約200㎏多く集
まりました。
　回収後はすぐに猿田さんとエコレク部員２人で秋田市の会
社に搬入しました。回収された衣類はウエスにリサイクルさ
れるそうです。
　搬入後に気付いたことですが、回収された衣類の中に、回
収できないものも入っていましたが、会社の方で分別してく
れるという事に甘えてしまいました。（エコレク部では回収時、
分別しません）来年度は気を付けて出したいものです。搬入
時は雨模様でしたが、どのような会社に運ばれているのかを
知り、無事に衣類を届けることが出来たことがなによりでした。
不用衣類回収にご協力いただいた皆さん、ありがとうござい
ました。	 （田中郁子記）

➡

➡

　私達の活動は社会との接点です。
　楽しい宿泊移動研修、女性部研修、野菜栽培講習会、
料理講習会、豆腐作り講習会、健康講座、パソコン教室、
近隣ＪＡ女性部との交流会等々、楽しく学習し、そし
てポイントがもらえます。
　ＪＡ女性部（婦人会）は絶対に必要な組織です。一
人一人が集まれば大きな力となります。より良い社会
を創っていく力にもなります。みなさん、一緒に楽し
く活動しましょう‼
　入部（会）を希望される方は
　事務局ＪＡ生活課　木村環　TEL 45-2214
　までお知らせ下さい。

☆ＪＡ大潟村女性部員（大潟村婦人会員）大募集‼☆

３月23日（水）　
　水稲育苗・野菜（きゅうりとスイカ）栽培講習会　
　ＪＡ会館　大会議室　午前９時30分～ 11時30分

　 ２ポイント
　どなたでも参加できます。

☆これからの行事予定
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報告事項
・業務報告（１月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告
・平成27年度第３四半期「連続職場離脱」に関する定
期報告について
・�平成27年度第３四半期「苦情・相談等対応」及び「事
務ミス報告」に関する定期報告について
・反社会的勢力排除対応管理先対応状況に関する定期
報告について
・平成27年度第３四半期「自主検査報告書」に関する
定期報告について
・平成27年度第３四半期「全般統制・不祥事未然防止
行動計画」に関する定期報告について
・安全衛生委員会報告
・ＪＡバンク苦情等対応要領の一部改正について
・農家経営改善対策委員会報告について
・内部監査報告について

議　案
第97号　平成28年度内部監査計画について
第98号　女性参与設置運営規程の一部改正について
第99号　購買事業利用高に対する還元について
第100号　座談会の開催について
第101号　貸付金利率表の一部改正について

協議事項
・役員報酬等審議会の委員構成及び学識経験役員選
任、員外監事選任に係る推薦委員の構成等について
・土地の取得意向調査の結果報告及び結果を踏まえた
今後の進め方について
・平成28年度事業計画（案）及び中期経営計画書（平
成28年度～平成30年度）（案）について

2月26日開催

理事会報告ＪＡ自動車共済契約の確認（お願い）
　ご家族の方で運転免許を新たに取得された方はいらっ
しゃいませんか？
　ご契約いただいている自動車共済の運転者年齢制限をご
確認ください。
　年齢制限特約の対象にならない方が運転中に事故を起こ
した場合は、共済金のお支払対象となりませんのでご注意
ください。
　上記の対象者につきましては「年齢を問わず保障」など
の保障内容に変更が必要となり
ますので、ご確認のうえ共済課
へ相談くださいますようお願い
申し上げます。

お問い合わせは共済課（TEL 45－3017）まで

活動報告と予定
　随時部員を募集していますので、興味のある方
はぜひＪＡ大潟村営農支援課（TEL：45−3033）
までご連絡ください！

青年部

●活動報告
　１月27日　40周年記念式典

　２月５日　議員との懇談会
　２月７日　ふるさと祭り
　２月８日　農機具メーカー意見交換会
　２月22日　総会
　２月24日　全県ＪＡ青年部長事務局合同会議

●活動予定

　日にち未定　役員会

岩井悠宇青年部長（前列中央）と来賓、青年部・ＯＢの皆さん

五城目警察署　TEL 018－852－4100

−五城目警察署からのおしらせ−

雪どけ時の交通事故防止

　路面状況の変化や歩行者等の動きに注意して、
事故のない安全で安心な生活を送りましょう。

★スピードを抑えた運転を！
★路面凍結に注意！
★思いやり運転を！

貯　金…264億6,939万円
貸出金… 92億7,792万円
出資金… 9億2,265万円

ＪＡ大潟村の概況　28年２月末現在

正組合員数……1,113名
准組合員数……0,036名

職　員　人　事
退 職

お疲れ様でした。
２月29日付　佐藤　悦子（生活課・臨時職員）

組合員の皆様、ありがとうございました。

長い間お疲れ様でした。
２月26日付　小玉　正司（総務課企画係業務指導職）
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JAだより おおがた

このコーナーに掲載希望の方はご連絡お待ちしております。
TEL  45−2211　広報担当
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　秋田県農業協同組合中央会が主催
した、第40回「ごはん・お米とわ
たし」作文図画秋田県コンクール「図
画」の部で、大潟小学校４年の川村
菜羽さんが佳作に入選しました。
　大潟小学校からは20件の応募が
ありました。たくさんのご応募あり
がとうございます。

「ごはん・お米とわたし」
秋田県コンクールで
川村菜羽さん（大潟小４年）
が入賞しました！

営農　 だより 
「ポルダーリップウェーブ2016」チューリップ新品種紹介

※このコーナーは 隔月で掲載致します。

エンドレスラブ
花型：八重咲き
　プロポーズを予定している方は要
チェック！！まぁるい蕾から、たっぷ
り開くピンクの花弁が女心をくすぐり
ます。

パープルフラッグ
花型：一重咲き
　引き込まれるような大人チックな風
情。紫のチューリップの花言葉は「永
遠の愛情」。まさにぴったり‼

越黄冠（こしおうかん）
花型：ユリ咲き
　新潟県で開発された品種です。ユリ
咲きですが、鮮やかな黄色が王冠をイ
メージさせます。

アルマーニ
花型：一重咲き
　高級感あふれるシックな赤黒色に白
縁が入る美色花です。

　チューリップ展示会「ポルダーリップウェーブ2016」。花き栽培部会Ｏ．Ｆ．Ｓの皆さんは、毎年さまざ
まな品種の栽培に挑戦しています。
　今回の営農だよりでは、今年初めて村で栽培された17種類の「ニューフェイス」の中から、４種類を
ご紹介いたします。※紹介文は展示会場に掲示されたものを掲載しました。

　音楽が大好きな優月。曲が流れ
ると体をゆらゆら揺らして聴いて
います。お姉ちゃんとお兄ちゃん
がうたう歌も大好き！これからも
たくさんの歌を聴いて、覚えて、
歌って、元気に成長してね♪

伊藤　優
ゆ

月
づき

ちゃん

　晶麻はとってもマイペース。お
もちゃの所へ行っては、ひとりで
黙々と遊んでいます。
　最近は名前を呼ばれると「はー
い」と手を上げることを覚えました。
　いっぱい食べて元気に育ってね。

村上　晶
しょう

麻
ま

ちゃん


